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日本石油ことはじめ

一その1一

福田理･影山邦夫(燃料部)･松井和典(地質部)
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まえがき

明治は遠くなりにけりどころかわが国の石油に関す

る古文献についていえば大正も遠く在りにけりで

r日本石油虫｣(大正3年目本石油(株)発行)で代表される

大正年間の文献も入手がほとんど困難になってしまっ

た.中でも貴重なのはこのような文献に図入りで説明

された往時の石油技術でそれ等の中には開発途上国の

現状にはむしろ適しており単なる技術吏上の意義ばか

りでたく現代的な意義をもっているものも少くない.

これ等の貴重な資料を再録して後世に残すとともに興

味をもたれる多くの方々が参照し易くすることはわれ

われ古文献をもつものの義務であろう.このような観

点からまとめたのが本稿である.

Iむかしの石油業

1.;百油稼行の濫膓

1.1燃ゆる土･燃ゆる水

石油に関する古記録としてはr天智天皇の即位七(668)

年r越の国より燃ゆる土燃ゆる水を献ず｣という日本

書紀の一節カミよく知られている(図1).この燃ゆる水

が石油であったことは間違いなかろうか燃ゆる土とは

ピッチやアスファルトのたぐいまたは石油の浸み込ん

だ泥土であったと思われるが特定できない.

1.2手掴リの由来

明治以後も盛んに行われた手掘りの由来はよくわから

ないカミ今から700年近く前に越後国蒲原郡黒川村で

は村民カミ運上金を納め石油を掘取っていたという

旧記があり(日本石油虫3頁)その頃から手掘りは行わ

れていたようである.慶長年間には越後の石油事業は

立派狂営利事業に成長した･頸城の玄藤寺北蒲原の

図ユ燃ゆる水献上の図(小堀靹音筆)�
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黒川中蒲原の新津刈羽の妙法寺三島の吉水等か

当時の石油産地として知られており中でも妙法寺に

は運上金納入の記録が残されている(石油鉱業便覧付録

31頁).

1,3刈菊の妙法寺

妙法寺の西村家の祖先は石油発見の功により代々

石油稼行の特権を得ていた.その概略は明治39(1906)

年同家より新潟県庁に提出された次の沿革記によって知

ることができる.

いえど

r刈羽郡二田村大字妙法寺は発見年月不詳と難も往

古東北の渓谷より流出する河川一面に暗黒色を呈し

臭水発散するを以て西村某なるもの山間割辣に分け

入り其源泉を掘りたるに山の中央に方二間位の個所

あり.其処より沸騰するを発見し之を採出し試に

つちのえいぬ

点火したるに燃質物なるカミ故に戊戌年の春当時の

帝(天智帝)に献上すと言伝う.其の場所今尚は献上場

と口碑に存す(図2).此の水を草生水と称し湧出する

附近を草生水谷又其の川を草生水川と云う(草生水油

草生水谷大草生水小草水等の名穣及び地名の起れるは原

品草色たるに起因する考と考ふ).天然流出の瞳燃料に供

せらる･を以て追々辻村は勿論近郷に於ても之を

使用するに至れり.土地より天然の燃料生ずるが故か

村名は古代如宝寺村と称したるに元和の頃の書類に

如宝寺又は如法寺とあり.貞治中上杉憲顯所領となり

草生水に対し年貢を附せられたりと錐も見取税にし

いぬ

て年々増減あり一定せざりしを慶長三戊(1598)年

九月堀左衛門督秀治(春日山城主)の所領となり同年検

地の際米三石定税となりたり(常時西村六郎左衛門所持

たつ

検地張に記載あり).其後元和二辰

(1616)年堀三右衛門直之(梅各藩

の区域と定め有志を誘導坑掘したるに好果を得たる

を以て其油脈を探り鉱業を為すもの漸次増加し追

々盛大に至れり.国是當村より坑夫を雇い試掘するも

の近郷は勿論遠く他郷に及べり｣(日本石油虫4～6頁).

ただし献上地と言伝えられているのは妙法寺のほか

に数ケ所ある･三島郡の吉水村及び蒲原郡の黒川村

がその例であるがこれ等の中には発見当時領主に献

上したところから献上地とされたものもあるであろう.

1,4三島の吉水

これらの献上地の中でも有名な吉水については同地

の山田家に次のよう校記録が残されている･

ユ.

�

�

天智天皇の御宇越の国より燃ゆる水を献じたるは北地の

事なり.其の名穣を草生水油と命普らる.其守護神に六

つみのじよう

山抵神を勧請し草生水神杜と奉構し其の後當国騒擾の

のこらず

節兵火の為め本社並枝杜迄不残尿嬢に村境内神明宮

並に十杜の枝杜を本宮に相殿として台座L奉り草生水

十二神杜と改め尊穣す(図3).

該地は往昔越後の国の古図中三島に越の山という高山

あり其後該越の山こ城を築き荻の城という.俵て中

古より越の山を荻の城山と唄う.山の西北中腹に吉水

村油田地あり.此所に発見者山田家あり｡但し同家地

うん

西海抜五百尺二寸六分七厘にして居回り不残油田地元

㌢.

往昔よりの古井戸十三坪あり.共深さは二尺五六寸より

五尺に至る.大井戸の中俗に気違井と唱ふる一井あ

これあるとヒろ

り.一目平均二三合有之処天候の変遷に依り一時に

二三斗余出油すること有之.(日本石油虫7～8頁)

以上の最後に天候によって出油量が変るとあるのは

はいムき

主)の領地となり米三斗灰吹

(灰吹法によって精錬した銀のこと)

百目(享保年間より金壱両三分と銀

もんあ

弐匁とに換算し)の増税となり都

合米三石三斗灰吹百目を定税とし

て明治6(1873)年目本坑法発布

まで納税せり･又販路の拡張と

人智の発達するに従ひ献上場に湧

出するのみにては需要を充たす

こと不能を以て附近に穴を穿ち

採出するに至りたるに次第に湧

出の量も減少したるを以て西村

輝一なるもの之を慨嘆し文化

きのえね

甲子四月領主堀近江守直起公の

許可を得該献上場の周囲を禁掘

図2

刈羽郡妙法寺村献上地(日本石油史より)�
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低圧の油･ガス井にあっては気圧の高低によって出油

･ガス量が大きく変ることを指しているのであろう.

明治9(1876)年越後油田を調査しだしYMAN,B,S.も

その報告書(AR.po.t.fP.og｡･ssf｡･th･Fi･･tY･･r･f

th･Oi1Su･v･y,1877)の中で天智帝即位7年の献上地

を三島の吉水であろうとしている.LYMANは山田

家に久しく滞在しここを本迦として付近の油脈を調

査した一大正初年同家にはLYMANに当てられた部

屋や彼が使用した椅子が保存されていたことカミ目本

石油吏9頁の写真および記事によって知られる一

あいみえ抽蜻笹つけらおく足されつかまつ｡たき

組々に相見申候･被仰付被下候は父段々開発仕度

おむさわ｡ヒれなきひらくぺくもう

旨申上候所御意に障無之所に候は父勝手次第に開可中

世LむねあO那北彗うけ

旨被仰付候.難有段々御請申上侯｡(日本石油虫10

頁)

けう

上にr不思議なるや｣r希有なる物｣とあるように

当時石油は希有た不思議狂ものと見られていた.

爾来仁兵衛は石油の採収を一手にやっていたが露面

油もしくは上層の石油は数年ならずして汲み切ったも

のとみえ元和年間に次のようにみえる.

1.5蒲原の柄目木

妙法寺の西村および吉水の山田の両家と並んで古

い石油稼行者として有名な真柄家にも新津油田発見の

状況及びその変遷を物語る記録が残されている.それ

一,がら肪き

によれぱ慶長18(1613)年中蒲原郡新津町大字柄目木

まがら

真柄茂一郎氏の先祖仁兵衛という人は同地方の田家字

草生水の山沢で荒蕪地を開墾した際石油の露頭を発見

し苦心の末同郡金津天ケ沢東島や南蒲原郡湯

川･猿毛の諾村にわたって油脈を探知した.寛永7

(1630)年6月藩主溝口宣勝公はこれを嘉みし開坑自

由の権利を与えた･真柄仁兵衛カミはじめて石油を発見

おぼえがき

し領主に伺い出た覚書は日本石油史に次のように抄

録されている.

∋か出いそらろう誌ばえ

伺候覚

なるぺきあるぺくごもっとも

1.御領内御新田に可成場所町有御座候哉と申上願候.御尤

とおぽLめされそうろヨつ音さ君

被思召候に付慶長十三申(1608)年より段々相廻り

侯内不思議成哉草水出候所段々見出候に付早速言上條

OOooきょい怯さ九ふLんお塙せつけ盲打蜻ん

所希有成物と御意被成則普請政見侯様に被仰付御

うけ

講中上候事､

1.御新田に可成場所新津組の内柄目木飯仰天ケ沢其外

�

�

草水普請始候覚

5ムｰ｡ん

元和光卯(ユ615)年猿毛村湯川村東島村三ケ所共普請

いたLそうらえどもあしくかぶんヒい音

致候得共草水田劣り其上場所悪敷雑用過分入候故

のぺ地き

普請処置候畜｡

このところ胆ウく｡

右同年此所代屋作其後天ケ沢塩谷代屋金津四ケ

かよいうま

所共賀蔑より通箆永七千(1630)年迄十六年に而普

請笑諺苗菜篠故藷舗筆貴側役銀搭エ慶段同'候所被仰

,､たし由■けのあ一､ますべく

付候･又其後普請致掛之所出来候に付側役銀相増町被

仰付候哉と又候伺候.御役増金にて被仰付侯楢又草生出

あいみきあいだそれぞれいたすぺき

候所段々相克候間夫々普請可政事.(日本石油虫1ユ買)

1･6頸城の玄藤寺

頸城の石油地としていち早く世に知られたのは達野･

玄藤寺の方面であるが両者は近接しておりこの付近

一帯の地を玄藤寺油田と呼んで差支えない･この油田

の起源については達野の鈴木七郎が新潟県庁に提出し

た沿革記にくわしい･次にその一部を日本石油虫所載

の抜牽から再録しておく･

r中頸城郡板倉村の内大字達野筒方栗沢大野新

田中四ツ屋沢田の六大宇地内に於ける採掘特許地及

び付近一帯の試掘認可地を総称して達野油固と称す･

図3草生水神杜と山田家

(目石本油吏より)�
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図4勝山喜作氏(日本石油史より)

是遠野に於て最も早く草生水の発見せられたるを以て也.

そもそも

抑々当地の草生水は慶長の頃1発見せられたりと口碑に

博はれり･最初は達野地内小字寺山中尾の地谷

川の辺りに露出し居りて一種の異臭甚だしく且つ其

やっかい

用途を知らざるを以て厄介物視せられありしに式目

農夫が畑草の火を失したるより一面の野火となり猛

烈当る可らず･村民数多駈け寄りて漸く消し止めた

るも独り草生水の露出せる箇所は数目の間絶えず

燃焼し居るを見て始めて此岩より湧出する臭き水の燃

ゆるものなることを知りたるも之を土器に盛りて火を

点ずれば一面の火となりて屋内に於ける燈火用とし

ては危険なるを以て尚ほ未だ世に用ひらる､には至ら

ざりき.

下越の新津柄目木方面の草生水は賓永の頃逐年一般民

家に於て賭L習ひ麗々商売にも相成云々と古書に記しあ

りと傳子･上越の草生水は揮発分多々が為めに下越

の草生水の如く土器にて離すこと能ばず.故に其当時は

燈用器の発明せられざるが為めに燈火に利用せられざりし

ならん.上越地方に於ては賓永の頃草生水を以て燈

火となしたる地方は更になし(日本石油虫12～13頁)

以上のように草生水の油質の相違が古くから知られ

ていたことは興味深い.

1.7;百油の利用

明治21(1888)年高田でr貝嬰洋會雑誌｣カミ発行され

数回にわたって勝山喜作(図4)の石油の沿革に関する記

事が連載された.次はそのr採掘の変遷｣の条である.

｢往昔の事は邊乎として判明せず.其採掘方法の如

きは寧ろ掘採と云はんよりは之を予防法といふ方

かえつありさま

卸て恰当なる有様なりしと推考せらる.如何と放れば

しかの晶

当時自然に田畑の畦畔に渓流して穀藏疎菜を害し川

ならず

之一たび火を接すれば忽ち其威を振ひ田面一様炎火ど

たり為に植物を損し農夫を火傷せしめたること往に

して其の火は時に数十目を経るも消滅せず危険甚し

きを以て当時農等の大厄介物として之か防禦に苦みし

も亦無理ならずと謂ふ可し･此時代より幾多の生霜を

経て後偶々殺虫等の用に充つる人あるに及びて始め

て人生に無用の物にあらざるを知られ去れより燈火の

わずか

補助役に昇進するに及び纏に厄介物の名を脱すること

､なりたるならん.是れ今より二百年前の事なるべし.

救に始めて掘採の端緒を開き渓流の土地を凌穿して

小坑を整理し汲取の便に供したるが斯くて漸次に需

要者を増加し従で汲めば従で尽くるを以て更に組合

仲間等のものを結成すること､は放りぬ.以上の事実

は現今中藩原郡金津天ケ沢柄目木等の諸地方中

頸城郡栗沢達野上深沢の諸地方に於て伝唱する所

のものを綜合したるなり･東西頸城三島北蒲原

さきにのぺたる

刈羽の諸郡にも亦産出地ありと難も前陳中頸城蒲

原の二郡に比すれば皆新発願なりと聞けり.黙れど

も三島郡常楽寺村には油坪の地名あり.吉水村には

草生水の名あり.因て考ふれば同郡亦発顯の当時を

ついでちな

三百年以前なりと知るべし.序ながら石油に最も囲み

ある地方のこえを掲げて考古の一助とせん.

中蒲原郡=田家村字草生水割町村字草生水場天ケ沢村

字草生水沢新津在草生水村

三島郡=常楽寺村油坪古水村字草生水

刈羽郡=別山村字油尻田沢村字徳井戸

東頸城郡=松代村字草生水大荒戸村草生水川

中頸城郡=柿崎字草生水沢上深沢村草生水川

其他草生水谷臭水川御運上場など唱ふる字地名現

今の石油所在地にして往昔より博へ来りしもの数十ケ

所あり･黙れども其発願年紀はこえを除く外皆判明せ

ず｣(日本石油虫14～15頁).

2.むかしの稼行状況

2.1柄目木方面

先に述べたようにして真柄家では世襲的に石油を採

掘することになり伝来の経験によって掘襲の方法も多

少の進歩を見探掘りの必要に迫られ坑壁の崩壊を防

ぐ方法を案出するようにたった.同家の記録によれば

元禄七(1694)年油坑が埋没し其修理に着手した際

r古来普請の猿共痛有之侯に付猿段々板入替侯得共�
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残坪(坪は油坑に属する当時の呼称)は年数掛り従で普1.

請可敦侯｣と領主へ届け出た.ここに猿とあるのは

かぎ

自在鉤(図5)を吊す竹にとりつけそれを上げて留め

ておく具のことである｡さてこの届出の末端に附さ

れていたのが次の覚書である.

ヒLらえ

1･草本猿古来の撤こては早く損じ候故我等了簡の通り

そ5らえども

祷段々代入候得共年数時候.自分共に左の通り持可

仁れあら

申候.又是より能く持様も有之は格別化.

1･猿板長弐間叉は八九反壱丈にても坪浅深次第に侯.至

で深き坪は猿段々つぎ可申侯.狭長さ五尺横弐尺五

寸何れも内法りかねざしにて.

ここで上に解説した猿は自在鉤のそれと原理は同じであ

るが坪の規模に応じた巨大なものであることがわかる.

胆皆

1･猿柱四本角丸木にても抜間一尺宛.

抜は普通貫の字を当て柱と柱との間をつなぐ材のことを

いう.

1･梁は抜一間宛間隙掛能く候.

ここに梁は上部からの荷主を支えるためあるいは柱を緊

束するために架する横臥材の総称である.

1.猿栓抜共にクサマキ栗或は漆五葉能く候.外は年

もちかおかたヒれ左きいれ

数時兼候.右之堅木無之時は水底之入候抜は丈夫なら

もちらぺL

は雑木にても可用.

クサマキはイヌマキまた五葉は五葉松のことである.

いたすぺく

1･抜梁共に上面足掛り平に可致候.草水取又は底掃除の時

上り下り能く候.

すのヒ

1･猿のソト丈夫なる真竹賓四符六符に下る狭長ケに当る

むLろ

其ソトを莚にて包み猿坪の内に入る時大綱にてさげ入

四方萱麓枝にて厚くだ∫み重ね伏込也.

髪

�

�

�

クギ

水カベ瓶クサマキにて金だが上下に掛るビヤウ町内裏え

通L留る.上タガの内に釣縄のクワソ雨向に代る.釣

瓶の底板へ下タガの中よりビヤウ釘にて留る,

ビヤウは鋲またクワソは環である.

かめいたむ

瓶竹タガにては猿の抜梁柱に当り早く痛也.

つ看べわらよくうちやわヒれな音いたく

釣瓶縄藁能打ニツクリ大きく知らかに無之は掌痛冬

やきとか

は坪の際にて火を熱縄の氷を解しタグノレ也.

だは

ニツクリは二つ縛りで二本の縄や紐のようたものを束ね

肚善

であることをいう｡現在では履物の鼻緒についていうこ

とが多い.

ど｡

水ロペ候時は坪一つに瓶弐っ四人死無之候でははか取

もうきず

不申候.

はか取は捗るにほかならない.

カケよく

猿人の坪は水カユ候時上水壱尺五寸程は捧にて能候.

かぎ

夫より広之は鈎桶にてカベ可申也.

棟はハネツルベのことである､

蛇腹龍功車スツホ或は海船の水カユ何れも椿がへ

吏うらえどもたたずヒれ虹ぎと｡も曇

候得共猿人候坪は用に不立候.猿無之坪にもはか取下

さずいりつりおけ

申人手多く入真上大分骨折候故濠釣桶能く候.

龍功車は龍骨車の誤りである.これは中国から伝わり

江戸前期畿内に普及した図6のようだ揚水機のことであ

る｡スツホは酢壷のことであろう.

このように元禄以前すでに坑内に枠組を施し掘下

げを行っていた.そして当時の油坑にはほぼ後年の

手掘り井の面影を備えていたものがあったのである.

繋

2･2黒川方面

しかしこの頃から約100年を経た天明年間(1781～

1788)北蒲原の黒川では柄目木

のように枠組を施して深く掘削す

ることは行われていなかった.

すなわち井というよりはむしろ池

というべき浅い坑を掘りその中

に水と一緒に貯る油を水面から

掬いとっていた.当時の状況は

橘南難(江戸後期の医者･文人1754

～1806)の東遊記の越後七不思議

の条にくわしい､次は日本石油

吏によるその抄録である.

図5自､在鈎(かぎ)

左の2点は長野県のもので棒の部分には竹を使っている､右の2点は新潟

のもので左は縄を利用し右は水筒を使っている.猿板には左端のように

趣向を凝らしたものもあるが右端のものがいかにも猿板らしい.(世界大百

科事典より)

r臭水の油は芝岡(現在の始発田)

の城下より六里ばかり東北に黒川

といふ対あり.真黒川の東南

たで

五六町ばかりに蓼村といふあり.

其川端に少しの岡有りて杉林なり.

某所に小き池有て其池に滴湧く

ことなり.其油のわく他この､

地に五十余ありという.余は入�
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はかり

口の所四ツ五ツを見る.池の大さ四畳敷許或は六五

畳許にてあまり大なるは無し｡其池の水中に油わき

出て水と油とは別々にきは立て見ゆ.水中にある

時見れば其色鉛色なり･目に映じて五色にきらめけ

り.其上に小屋をかけ雨の入らざるようにして此

おりおの

あたりの里人各此池を領して毎日油を汲敢り猶少し

水の交りたるをカグマという草を以てしぼり取る時

わく

油と水とたやすくわかると柱り.よく湧池は毎日油

二斗ばかりづ､を得るといふ･此油燈火に用ふるに

なづ

松脂の気ありて甚臭し.故に臭水と多く.燈火の光

すみやか

は甚明かなれど油のへること速にしてしかも少し臭

気あれば価は常の油の手放りとぞ･北国にては多く

此油を用ふ.誠に地中より賓のわき出るといふべし.

かとく

されぱ此辺の人は他国にて田地山林などを持て家督と

する如く此他一つもてる人は毎日五貫拾貫の銭を得

て殊に人手もあまた入らず実に永久のよき家督なり.

tつとはらし･

此ゆゑに油の売買甚貴し.今年も油よく湧他一つ払物

に出たりといひしま､いかほどの価にやと尋ねじに

金五百両なりしといふ･扱其カグマといふ草はいか

うらじは

匁る草ぞと問ふに京都にてシダ裏白などというもの

ため

､類と聞ゆ･其草を夏間に多く苅貯置きて冬に用

ふぞと.｣

このような柄目木と黒川とのちがいは柄目木地方で

は地表近くに水層が無くかつ相当の深度まで掘削しな

いと油層に達しないのに対し黒川地方では水層･油

層ともに地表近くにあることによるのであろう.

またカグマはリョウメンシダ(Po1μ〃舳Sf伽〃一

･洲図7)のことで山野の陰地に離生する大形の多年

生常緑の羊歯草本である.その名は葉の表裏がほとん

ど同色のところからきている.

灘鰍

図6龍骨車(広辞苑より)

2.3妙法寺方面

柄目木や黒川方面における稼行状態に比べると妙法

寺方面における手掴法は一段と進歩していた.西村家

の記録によればr蕾来は手掴法にして方四尺にて坑

さん

内に松木の長四尺の縦枠を組み櫓木の横桟を四尺に

三本つっ即ち十二本を入れ土壌の崩壊を防止し七八

ないL

間乃至十二三間にて出水の減少する場所より以下三尺と

たし粘土を以て樋を作製し傍へ井戸若くは水出しと

称しトンネルを穿ち之より該水を流出せしめ上水

の降下するを止む.外部は雨雪を凌ぐに走れば可なり

かやぶきつるはし､かっこみくわ

とし掘主柱に萱葦を以てし掘襲器具は鶴腐掻込鍬

たたらとう

(三本鍬に似たるもの)蹟鞘(文化年中始めて坑掘の際は唐

箕及び鍛冶の使用する鞠を使用せしも次第に掘進するに従ひ

鱈轄を使用するに至れり)を用ひ木製の風樋を以て油気

を抜く｣云々とある1

Lいなもみ

ここに唐箕(図8)は穀物から枇･籾･塵芥などを除

去して穀物を精選するための道具で両側に吹込孔の

ある鼓胴の内部に4枚の扇板からなる翼車を設けそ

の風力で上部の漏斗状の受入器から落下する稲粒などを

選別する.

以上のように蹟輔は妙法寺でもっとも早く用いられ

それまでの順序としてあるいは唐箕を用いあるいは

鱗を用いたのは自然の経路であったろう･手掘りは妙

法寺で完成されたのである･踏輔については後でく

わしく紹介する.

2.4玄藤寺方面

玄藤寺方面の稼行状態については達野の鈴木七郎が

次のような沿革記を残している.

r後年我家の祖先自己の所有地内数ケ所に草

生水の湧出するを発見したるが農作物に害あり

臭気鼻を衝き世に嫌忌せらる､程の厄介物なれ

ども何とか工夫して燈火に利用したきものと

試に徳利に容れて口を塞ぎ竹の管に木綿の切れ

を通じたるものを心となし徳利の草生水に達せ

しめ火を黒占じたるに危険の憂なく燃ゆるを以

もようちん

て屋内提燈の代用と狂したるに其悪臭と油畑

なら

篭沙縫

の多きにも拘らず之に徴ふものを生じ近郷一

般に之を燈火に常用するに至れりと一初め好奇

心より提燈の代用となしたるものも一般の燈火

用とせらるるに及びては自然の湧出のみを待ち

ては不足を告ぐるに至りしを以て其湧口を穿ち

さら

土穴に湛溜せしめ渇るれぱ掘り減ずれぱ凌へ

いつしか井となりて三四間を穿てば一目四五斗

位湧出するに至りしも需要者は目に月に多きを�
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図7リョウメソシダ(コガネワラビともいう)(牧野目本植物図鑑より)

加ふる有様なるに井は漸次枯渇するが故に新規採掘の

必要に迫らる､に至れり.斯くなりては地底数間の

下に掘進せざれは油を見ることを得ず･数間の下に

おおい

至れば草生水の悪臭の為に呼吸困難に陥り就業するに

すこぶ

堪べず･作業上頗る難渋を覚えたれぱ同村鈴木七郎

左衛門(鈴木七郎高祖父)といふ人の工夫にて通称小田

ちょうちん

原提灯と唱ふるもの､火袋(縦穴寸位に竹の骨を曲げ糸にて

編み紙を張りたる者)を井の深さに床じて造?箕或は菅

笠を煽り風を起し井底の換気をなし以て辛うじて

就業したりと得へらる.｣

3.古文献にみるガス･石油の噴出状況

3.1如法寺のガス

天然ガスの存在も古くから知られていた.

越後七不思議の一つに数えられるr大井｣は

これに点火したものにほかならない.俗にこ

れをr風草生水｣とも呼ぶがこれは石油(草

生水)の気化したものを意味している.橘南

鶏は東遊記の越後七不思議の条に如法寺村の天

然ガスについて次のように書いている.

r越後国弥彦の駅より南に入ること五里にて

三条という所あり.甚繁華の地なり.兆三

条の南一里に如法寺村といふ所あり.此村に

自然と地中より火もえ出る家二軒あり.百姓

㌀

庄右衛門という者の家に出る火もっとも大な香

り.三尺四方程の囲炉裏の酉の角にふるき口

ひき

挽臼を据ゑたり･此挽臼の穴に筆の柄程の

竹を一尺余に切りてさし込めり･真竹の日へ

たちまお

常の火をともして触るれば忽竹の中より火出

で右の竹の先にともる.又強く吹消せば

てふいごを映しことあり.

かた

間

挽臼をふせしかは

きやと気使ひて北家普請などする時といへども

動かすことなしといへり.

火を用ふることなく

足りて

あまり東北に

いふ.

村へは行かず一

では大井と名附るといへり.

は無き事なり.｣

すなわち

叩きゆるなり･其の火常の燈火のごと

し･長さ一尺ばかりふとさは竹の筒程

ろうそく

にてたとへば二三百目の蟻燭をともせる

如く光明甚強し.此大有るゆゑに庄

右衛門家にはむかしより油火は不用家

ひきうす

内隅々まで昼の如し.挽臼に差込置たる

いずかたまで

竹を続げば兵火何方迦も行きてともるな

り･されど水の如く前後左右へわかれて

いでず

は不出唯一方のみなり.外へ気の洩れ

ざるやうに竹を続きて導げば遠くまで

及ぶ放り一陰火なるべしやと疑ひて懐

いんくくだん

中にありし印矩を取出し件の火に近付け

しに常の火の如く印矩少しやけこげたり･

帰京の目もの語の話にやけ残りし印矩

持帰れり.其昔の如何の噴より出そめし

たずねと巾

と昇るに正保二(ユ645)年西三月比家に

其時ふと地中より出しこの

ひのえうま

今天明六(1786)年丙午の年に至り百四十二年の

一目も絶ゆることなく出るなり.初て出し時に

之を取らばもしや絶ゆることも有ヘ

ムLん

此挽臼

誠に数代の間北家のみ油

又少しの物をば煮或は焼にも事

大なる寮といふべし･又庇如宝寺村より十里

カラメキ村といふ有り此所にも出ると

くわLく

余は如法寺村にて委散見たりし故其カラメキ

か､る事唐土にてもありてあの方に

日本の地にては他国に

2番口1番口

図8唐箕(世界大百科事典より)

送風機�
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上に印矩とあるのは印をおす際印影のゆがまぬよ

うにまた二度おすために用いる丁字形またはカギ形の

定規のことである.

この如法寺村の大井は当時よほど有名であったとみ

え武蔵国秩父の人目尾荊山の随筆r燕居雑話｣や美

濃の人長月譲のr北道遊薄｣にも紹介されている.

3.2北越雪譜よリ

鈴木牧之の有名なr北越雪譜｣にもガス噴出に関す

る記事がいくつかある･その上の巻の雪中の火の条に

は妙法寺村の大井の紹介に続いて五目町の大井のこ

とが次のように紹介されている.

｢越後の国魚沼郡五目町といふ駅に近き酉の方に低き山

あり.山の裾に小清あり.天明年中二月の質その

ほとりに童どもあつまりてさまざまの戯れをなして遊

び倦み木の枝を集め火を焚きてあたり居りしに具

えん

所よりすこし離れて別に火餓々と燃えあがりければ

兄曹大におそれ皆々四方に逃散けり.その中に一人の

童家にかへり事の仔細を親に語りげるに此親心ある

者にてその所にいたり火の形を見るにいまだ消え

ざる雪中に手を入るべきほどの孔をだし孔より三四

寸の上に火燃る･熟覧おもへらくこれ正しく妙法寺

村の火の類なるべしと･火口に石を入れてこれを消

し家にかへりて人に語らず雪消えて後再びその所

にいたりて見るに火のもえたるは彼の小溝の声なり.

ひうちいL

火燧をもて発燭に火を点じ誠に池中に投いれしに地

かがりび

中火を出せし事庭瞭のごとし･水上に火燃るは妙法寺

村の火よりも奇なりとして駅中の人々来りて之を現る.

其後銭にかしこき人その池のほとりに混屋をつくり

かけいかまど

覚を以て水をとるごとくして池中の火を引き湯槽の竈

わか

に燃し又燈火にも代ゆ.池中の水を湯に燭し価を

以て浴室しむ一兆湯硫黄の気ありて能く済癬の類を

治し一周寺流行して人灘をなせり.

案ずるに地中に水脈と人脈とあり･地は太陰なるゆゑ

水脈は九分人脈は一分なり.かかるが故に人脈は甚

こり

だ稀なり･地中の人脈凝結ぶところかならず気鬼を

出すこと人の気鬼の如く肉眼には見えず･人脈の

気鬼に人間目用の陽火を知れば燃て烙をなす.こ

れを陰火といひ寒火といふ･寒火を引くに党の筒の

こげ

焦さるは人脈の気いまだ陽火をうけて火とならざる気

息ばかりなるゆゑ在り.陽火をうくれば筒の口より

一二寸の上に火を泣す.こ､を以て人脈の気息の黙る

を知るべし妙法寺村の火も是なり･是れ余カミ発明

にあらず.古書に拠で考得たる所なり.｣

ここで注目されるのは煽火(1ifting)の現象が明記

されていることである.これはガスの噴出速度が燃

焼速度より大きくなった場合炎が炎孔からある距離だ

け離れたところで燃える現象で燃焼に必要な空気量の

全部カ淡の周囲の大気中から拡散によって供給される

燃焼方式すなわち一次空気のない赤火式燃焼の場合に

もまた燃焼に必要な空気量の一部すなわち一次空気

を前もってガスと混合し残りの室気を炎の周囲の大気

から拡散によって供給するブンゼン式燃焼の場合にも見

られる現象である･上の文章の場合は天然ガスを筒

で引いたのだからもちろん赤火式燃焼である.それ

が筒の口より一二寸上で燃えたのだからかなりの圧力

をもって噴出するガス露頭の存在が想定される.

煽火によってできる炎を浮き上り炎(1ift･df1.m･)と

いうがこの炎も定着した炎と同様に2つの限界を

示す.すなわちガスの噴出速度を減少させるとド

ロップ･バック(dropback)が起って炎は炎孔に戻

る.またガスの噴出速度がさらに大きくなると吹

き消え(b1ow-off)の限界に達して火炎は消乏る.

以上は赤火式･ブンゼン式の両燃焼に共通してみら

れる現象であるが後者にだけみられる現象もある.

ガスと室気の混合気体の噴出速度がその燃焼速度を下ま

わるところまで減少すると炎がバｰナｰの中に入る逆

火(f1ashback)の現象がそれである.

北越雪譜にはまた小千谷の地獄谷および間瀬村の大井

のことも次のように紹介されている.

rをよそ我越後に名高く七不思議にかぞへいふ蒲原郡

如法寺村百姓荘左衛門(七兵衛孫六が家にも地火あり)が

あまね

家にある地中より撚る火は普く人の知る所なれども

兵火よりも盛大なるは魚沼郡の内かの小千谷の在地

獄谷の火だり･店主に是を大井といふ･近来北地獄

谷に家を作り地火を以て湯を煙し客を待て浴さしむ.

夏秋のはじめまでは遊客多し.此大井他国にはきか

ただ

ず一尺越後に多し.先年蒲原郡の内或家にて井を

掘しに真夜医師来りて井を堀し事を聞家に帰る時

もようちん

提灯を井の中へ入れそのあかしにて井を見て立さりし

にわか

に井中より俄に火をいだし火勢さかんに燃あがりけ

れば近隣のものとも火事なりとしてはせつげ井中

より火の黙るを見て此井を堀し故此火ありとて村の

○のL

ものども口々に主人を罵り恨みければ主人も此火を

おそれて埋たりとぞ･北地人一に陰火といふ.かの

如法寺村の陰火も微風の気いづるに発燭の火をかざせ

ば風気手に応じて燃え陽火を得されば燃ず.�
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寛文のむかし荘左衛門カミ鞘をつかひたる時より燃は

じ｡めしとぞ､前にいふ井申の火も医者が提灯を井の

中へさげし故その陽火にて燃えいだしたるなるべし.

さて又頸城郡の海近に能生宿といふは北陸道の官路

なり.此宿より山手に入る事二里ばかりに間瀬とい

ふ対あり.こ､の農家に地火をいだす事加法寺村

ひでり

の地下に同じとぞ.此ほとり用水に乏しき所にて早

のをりは山に就て井を横に堀て水を得る事あり･あ

る時井を堀て横にいたりし時穴の聞きをてらす為めに

たいまつ

姫を用ひたるに陽火を得て陰火忽ち燃あカミり人足

が為に焼死しけるとぞ.是等の事ども思ひはかるに

越後の内には地火をいだす人脈の地多くいまだ陽火

を得ずして発せざるもの多かるべし･

の間に小井三十ぱかりあり･;.皆わたり六七尺深二

丈ばかり何れも油出づ.大抵方三四里の間山際山

畔或は渓流の宇多く石油わき出づ･何れも薄くし

あた

て用に中らず一上人藁を浸し乾し燈燭の用とす.

又真西に大井二つあり.其一つは小松山にあり｡其

中より火燃え出で材木をやくに依りて石を余名打ち

入れて比を塞ぐと云う.又城の酉三里ばかりに油井あ

り.かくまと云う草あり蕨に似たり.乾してくみ

取ると元へり･此は其詳なることを知らず.｣

4拓油という名の由来

現在の石油につながるものであるかどうかは不明で

あるが石油の名が見えるもっとも古いわが国の文献は

伊藤東涯のr轄軒小録｣であろう.

3.4柄目木の噴油

以上のように天然ガスに関する古人の兄方は大同小

異であるカミ伊藤東涯(ユ670～1736)のr轄軒小録｣にあ

る柄目木の噴油の記事はそれ等の中にあって異色であ

る.

r越後に地より油の湧き出づる所ありと云ふ･昔より

人々言ひ伝ふる事なり.近年越後の書生二之輩来り学

ぶ.其中清刷瞑養と云ふ医生詳に物がたるなり.

亦樋口十郎兵衛正しく其所へ行き目撃の由にて図

並説を持ち来り其委曲を聞く事を得たり.先越後の

柴田といふは今は新発田と云ふ･溝口侯代々伝来の

領地なり.城下よりは八里さきに蒲原郡新津と云ふ

処あり.其属邑にからめきと云ふ対あり･文字柄目

木と書く.その村の東南十五町ばかりに小山あり.

其山に油井ありて水底より水に交りて油湧き出づ.

其勢甚猛烈也.土人化を涌壷と云ふ.其水これをく

さうずと云ふ･文字は草水と書き又草生水とも書く.

昔は真地上へふきあぐること三尺ばかりたり.見る者

土くれ或は石などを投ずるに依りて水底浮き塞がるに

や今はわずかに一二尺ばかりわき上る･其井のまわ

り三丈余深五丈ばかりも有り.まはりに五六丈ばか

り柱をぬぐらし立て横に木を貫き竹数百本を束ねて

かき

璃の如くして比を囲み其内に藁を束ね綱として其わ

たり二丈ばかり石油其上に溢れ出づ･土人若穂を束

ほうきく

ね帯となし油を掴み取る･全く水気校り･その臭

甚あし･其色黒くして漆の如し.ともし火に黒占すれ

ば光明常の油の如きたり･価甚廉なし･又其臭を

忌みて芳近の村落には用ふれども遠方へは至らず.

邑の長真柄茂助と云ふ者世に其利を専らにして税

たてまつ

金を城主へ上る.真由来を訪ふに古代より是ありて

何の世に初まることをしらず.其山の近所半里ばかり

｢此之本草綱目に考与れば石脳油と云ふ物なり･亦

又石油石漆など異名品々あり.左に比を録す.

r季時珍云フ.石油ノ在ル所ノ･一二アラズ.出決ノ

粛州翻州延州及ビ雲南ノ緬旬広ノ南唐.石岩自

リ流出シ泉水ト相雑リ次々トシテ出ゾ肥キコト

ユウ

肉汁ノ如シ.土人草ヲ以テ罐中二個入ス.黒キ色ハ

ユウイナウ

頼ノレ淳漆二似ル雄硫黄ノ気ヲ作ル.土人ノ多クハ

以テ燃セパ灯甚ダ明ルシ.水ヲ得レハ愈々熾ニシテ

食イ人ル可ラズ･其姻甚ダ濃シ･沈存中西二官スル

ノ時其媒ヲ掃キナ墨ヲ作ノレ光墨漆ノ如ク松姻二

勝ノレ･亦綱目に明の正徳年中に嘉州に塩井を開く･

たまたま満水を得其光明夜を照すべし.水をそそげ

ぱ烙いよいよ盛に灰にて撲滅せば雄黄の気を校す

土人雄黄浦と云ふ.亦硫黄浦とも云ふ一化数品名は

かわれども何れも石脳油なり.時珍料簡には雄黄

石脂を産する処は源脈相通ずる故に化物有りと云ふ

皆陰火也と.越北の地にも塩水温泉多くありといふ.

黙れば土地の気脈に依ると党へたり.｣

エサ

r草笛軒小録｣との前後関係は明らかでないが正徳4(17

14)年に刊行された寺島良安著r和漢三才図絵｣もわが

国における石油の最古の出典の1つとして知られている･

すなわち日本鉱産話By-b石油および可燃性天然ガ

スによれば和漢三才図絵には本草綱目からの引用と

してr石油は越後村上近傍の山麓黒川村より臭水と相雑

りて次々として出づ･土人屋をその上に石ひ草を以

てこれを瓶の中に掬ひ入れ多くはこれを取り澄に燃

し甚だ明なり.その臭きは硫黄気の如し.故に俗に

臭水の油という｣とあるという.また文化年中江

戸で中川某が販売していた製油に石油という名称が付

されていたという説もある(北越石油業発達史)･�
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図9石坂周造氏(日本石油吏より)

ツ語ではErd61というがこれはErd(earth)とd1(oi1)

との絡合語である.またロシア語のnaphtやペルシ

ア語のnaftは地から涼み出たものを意味している.

5.住者の用途

1)燈火用

初めは二三地方の下層社会でほとんど燈火用に使

われただけであった･当時はほとんど原油のまま燃焼

させたので悪臭･煤煙甚しく中流以上の家には忌ま

れたのである.

2)土工用

天保年間銭屋五兵衛(1773～1852)カミ加賀の河北潟

を埋めて田地を起そうとした時石灰又はアイゴ油を土

砂に調合して水中に投下すると土砂が膠着して堅固

と狂ることを聞き込みアイゴ油を越後荒浜の牧口荘三

郎から買い求め試みに使ってみたところ魚類が悉く

中毒して死んだほか金沢城下に吐潟の病人が多数出た

という.アイゴ油は原油のことである.この一事か

らみても生涯青または原油淡シックイ等の代りに使わ

れていたことがわかる.

さて今日につながる明治以後の石油の用例としては

明治6(1873)年石坂周造(1832～1903図9)が明治

4(1871)年に設立した長野石油会社を石油会社と改

称したのがもっとも古い･石坂はその自伝中にr化石

油と云ふ事に名を附けましたものは即ち私が構矢であ

ります･最初は斯んなに世間一般に石油が広く行はれ

やうとは思はれませんでした.元コ｣ノレオイルと云ぶ

のは即ち石炭油であります.化石油と称へまするは真

の石炭油とは少し違ひまするので私は石油と云う名を

附けました･左うして会社の名称も是から石油会社と

するように改めた.然る所か半国人は例巧な者で

我国に視察に来て日本に売出すには石炭油ではいけな

い石油といふ名を附けて送らんではいけ校いと云ぶの

で向ふの見込みで石油と名を附けて送るやうになっ

た.又私の方でも一番に石油と名附けて仕舞びました.

今日では一般に石油といふが通用語になって居りますが

此れにも石脳油と石油との二種あるので石脳油といふ

のは器械油の原料を沢山含んでおりまして製造は面倒

狂るものであります｣云々と述べている.

石油という言葉の起りと意味はr岩石の中から出る

油｣であろうがこれは世界各国とも同じある.すな

わち英語のpetro1eumはギリシャ語のpetra(rock)と

｡l.m(｡i工)との結合語でありフランス語のpetroleお

よびイタリｰ語のpetro1isも同じ語源をもつ.ドイ

3)戦闘用

ハイ

中国の稗吏類をみると河の上流から石油を流しこ

れに火を点じて敵の船を焼き払ったという話に接する.

ジンギスカンホラズム

また一成吉思汗が花刺子模城を攻めた時蒙古軍兵は軍

旗を城壁の上に立てて城内に入り手に石油を容れた壷

を携え遭遇した家屋に火を放って提を収めたことか

正史にみえる･わが国にも七八百年前に黒川辺の

土豪白鳥恒道が附近の豪遊と戦った際石油に火を放っ

て奇勝を収めたという伝説がある.

もっと面白い話しがある.嘉永年間黒船の来航に

驚いた幕府は各藩に命じて撰夷の新案奇策を求めた

ところ各藩から種々の献策があった中でもっとも奇

抜で常路の人々を驚かしたのは越後村上藩からのもの

であった.それはまず黒船の異人共をだまして品川.

湾に引き入れ錨を下したところへ越後国産の草水を

隅田川の上流から流して火を放では品川湾は忽ち火の

海と変じて黒船も異人も全滅させることができるであ

ろうというのである.日本石油吏によれぱこれは旧

日本新聞の遺老閑話に掲載された話である.(つづく)

訂正本誌3ユ5号の25頁の文献表に下記を加えて下さい.白尾之

理ほか2名琉球列島石垣島の地質について:琉球列島の地

質1巻PP.21-33.�


